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「誰ひとり取り残さない一流の田舎を目指して
~小規模多機能自治の取組と展望~」



「⾃分ごと」化で住⺠⾃治を再構築

2016年 南砺市大鋸屋地区
「簡易型デイサービス」を開始
（地区社協が⺟体）

「小規模多機能⾃治」導入の呼び水に

令和６年７月１９日 北日本新聞



急激な人口減少や過疎化の中で、安心して日常生活を送れる地域コミュニティを持続可
能にするため、住⺠が「⾃分ごと」として地域の課題へ向き合い、地域内での互助や活
⼒を高めるように、考え⽅や体制を再構築することが必要。これまでの依存型の住⺠⾃
治から、⼩規模多機能の⼿法で新たな住⺠⾃治へ。

三つの分野をつなぐ統合的取組
「⾃分ごと」化で住⺠⾃治を再構築

・地域における縦割り組織の解消
・地域住⺠（男⼥の区別なく幅広い世代）
の意識改革

地域づくり＝⾃治（＝決める＋担う）
の考え⽅を地域へ浸透させ、実現に向
けて組織体制を⾒直し、全ての住⺠が
参加する、真の住⺠⾃治の形へ再構築

人口減少
過疎化

少子高齢化
後継者不足

…など



パートナーシップで住民自治を支える

南砺市では、中間支援組織が市民や地域の活動を支えています。
地域の課題や困りごとなどを組織で共有し、連携して地域を支援しています。

・小規模多機能自治
・南砺未来創造人材

公益財団法人
南砺幸せ未来基金

・社会的収益の見える化
（経済・社会的価値）
・社会的認証（信用）

・市全域連携（南砺の誇り）

・未来基金設立
オーナー

・まちづくり人材

地域資源を活かした、若者のやる気に溢れる活動や地域が抱える諸課題を解決する活動等

人工資本
～インフラ～

人間関係資本
～人と人の繋がり～

人的資本
～次世代育成～

自然資本
～森里川海～

行 政（連携・支援）

・協働のまちづくり
支援センター

・移住・定住支援
・空き家対策
・未来ミーティング 等

市内団体
（まちづくり連携）

・商工会
・社会福祉協議会
・まちづくり団体

資金調達
【行政から】
・目的別補助金運営委託
【その他団体から】
・休眠預金制度

【市民から】
・寄付・遺贈・投資信託
【事業者・法人から】
・寄付 ・融資 ・出資

一般社団法人
なんと未来支援センター

・人材や団体の育成指導
・コミュニティビジネス支援

・ネットワーク､交流､情報交換
・地域づくり支援(円卓会議)

・婚活支援事業

非資金的支援 資金的支援

参加・支援

応援活動

SDGsの３分野をつなぐ統合的取組

市民
ファンド

4

特定地域づくり事業協同組合

南砺ひととみらい協同組合
・移住希望者の雇用の受け皿
・農業をはじめとする
基幹産業の担い手不足の解消

連携



大鋸屋地域づくり協議会の取り組み

除雪サポート事業について

地域課題 除雪をする人、される人、どうやって決める？
・一人暮らしや高齢者のみ世帯が増えた。
・玄関まで、訪問介護やデイサービスの車が迎えに来る。
・災害時や冬期間に支援をする人が決まっていない。
・以前から区⻑会でも、懸案事項となっていた。

➡要支援者リストの再作成へ
・災害・除雪サポート者の項目を追加。

富山テレビ放送の番組から

災害・除雪サポート者を追加！



要支援者リストに基づく除雪サポート体制

要支援者宅を

希望通り、除雪する

各集落各集落

お願いされて

⾃主的に

協議会協議会

要支援者が
支払う？

or
ボランティア？

要支援者が
支払う？

or
ボランティア？

雪が降る

要支援者宅の
通用口を除雪する

⇓
日報に記録

サポート者

近隣住⺠
今までは…

除雪サポート事業は…

雪が降る

市交付金の他、⾃主事業
による財源を活用



市⺠ファンドが支える⾃立循環の仕組み

①暮らしを支える
②森里川海のつながりを保全する
③生業･起業･ものづくりを支える
④地域の食と農業を支える

（公財）南砺幸せ未来基金では、寄付金等を市内で活動される個人や団体へ支援し、
支援した活動がサービスや商品といった形で、寄付いただいた⽅の元へ循環される。

⑤子ども・若者を支える
⑥再生可能エネルギーを支える
⑦地域の歴史・土徳文化を支える

支援
する

テーマ

基金
の

流れ



令和６年４⽉１⽇
４６，５８５人

富山県南砺市の人口

南砺市の年代別純移動数の推移（男性）

南砺市の年代別純移動数の推移（⼥性）

• 寛容性と出身者のUターン意向とは強い相関がある
（不寛容な地域には若者は戻らない）

• 寛容性と在住者の離脱意向とは弱い相関関係
（不寛容な地域から人は出ていきたがる）

• 寛容性と移住者の定着と強い相関がある
（不寛容な地域は移住者が定着しない）

47都道府県寛容性ランキング（21位〜47位）

富山県の寛容性
ランキングは
全国４５位･･･

平成１６年１１⽉１⽇
４町４村が合併し南砺市誕生

５９，２３０人 19年で
約13,000人減少･･･。

南砺市の人⼝戦略どう取り組むか



家 庭職 場

・家庭内での不平感意
識の調査
・PTA連絡協議会への
研修会

「家族の誰かに家事・育児・

介護等が偏っていませんか？」
など、家事分担の見直しなど、家
族みんなで話し合うよう啓発活動
を実施

地 域

・地域団体の役員や住
民向けの研修会の開
催

性別や年齢にかかわらず主体的
に地域活動に参加し、男女双方
の視点を活かして協力しながら
活動するよう啓発活動を実施

・働き方改革セミナー
の開催

・女性のキャリアアッ
プセミナーの開催

・イクボス宣言プロジ
ェクトの推進

・市職員管理職への研
修開催

南砺市の働き方・ジェンダーギャップ解消
南砺市では、男⼥がともに協⼒し合いながら個性と能⼒を⼗分に発揮
し、いきいきと働き暮らせる活⼒ある社会の実現へ取り組んでいます。

令和6年8⽉「南砺市ジェンダーギャップ解消市⺠会議」を設置予定



南砺市の子育て支援

⺟子保健機能と児童福祉機能の⼀体的な運営のため「こども家庭センター」
を令和６年４⽉に設置

南砺市では、妊娠期から子育て期にわたるライフステージに応じた切れ⽬ない支援体制を
構築し、誰⼀人取り残さない子育て支援を⽬指しています︕

保育環境充実のため、会計年度任⽤職員
保育⼠クラス担任給料を改訂しました︕

【改正内容】
・保育⼠（クラス担任）
（変更前 186,000円 〜 206,600円

↓ ↓ ↓
（変更後 191,800円 〜 210,600円

（3.1％アップ） （1.9％アップ）
【改正理由】
・会計年度任⽤職員（クラス担任）の業務内容が正職員と
ほぼ同等でありながら、給料額に差があった。
・会計年度任⽤職員のモチベーション向上のため。

【正職員への登⽤】
・南砺市では優秀なフルタイム会計年度任⽤職員（保育
⼠）を正職員への登⽤を図るため、平成28年度から保育
⼠採⽤試験区分に、教養試験のない自己アピール枠を設け、
優秀で意欲のある会計年度任⽤職員への受験を促している。
・これまでに８名の会計年度任⽤職員を正職員に登⽤。



① 企画運営はすべて⾼校⽣が担っています︕
② サポーターを募り、ネットワークを広げる
③ １千万円の予算は地域に還元される
④ 南砺ファンの拡大

ボクなん ⾼校⽣に事業費１千万円を託し、
南砺市の新しいイベント等を企
画運営してもらうプロジェクト

若者ネットワーク事業（ボクなん）

・自分たちが企画した活動の実現を通じて、⾼校⽣
同⼠はもちろん、地域の事業所の方など、この事
業に関わる様々な人とのネットワークづくりを図
りながら、若者の「やりたい︕」が叶うまちを⽬
指す
・市は⾼校⽣の“⻘春（アオハル）”を全⼒で応援し、
⻘春できるマチ、なんとを実現する

ボクたち高校生がナントを魅⼒的にしようと立ち上げたプロジェクト

★事業のポイント



〇移住体験ツアーの開催

地域の方と田植え体験

〇移住体験ハウスの運営

南砺市が評価されているポイント
①世界遺産など伝統や文化の宝庫
②就業、通勤、起業のどれもが良い環境
③移住を希望する方への支援制度が充実
④移住定住希望者へのトータルサポート

南砺市への移住者数
平成２７年度 １７０人
平成２８年度 １８９人
平成２９年度 ２０３人
平成３０年度 ２１７人
令和 元年度 １８０人
令和 ２年度 ２０４人
令和 ３年度 ２７３人
令和 ４年度 ２０６人

南砺市の移住・定住・婚活支援

先輩移住者との交流

「縁結び会議」

南砺市の良さを感じ、移住される方が増えていま
す。暮らしやすさと県内でトップレベルの充実し
た移住支援策で、ＵＩＪターンを支えます。



若者によるまちづくりをきっかけに転⼊が増加︕

南砺市井波地域では、2018年の⽇本遺産認定をきっかけに地元若⼿経営者を中⼼
とした「ジソウラボ」「アキヤラボ」が⽴ち上がり、100年後の未来に井波文化の
継承を⽬指す「ひとづくり」や「空き家リノベーション」によるまちづくりが始
まった。伴⾛による支援を受けた若者が井波に移住し新たに事業を始め、その起
業家が別の人材を呼び込むといった好循環が起こっている。

クラフトビール醸造所 ＮＡＴ．ＢＲＥＷ

コーヒーロスター
Haiz coffee

中京通り春祭りの開催
これまで人通りがなかった通り
に若者、子育て世代が歩くよう
に︕

Baker’s house
KUBOTA

一社）ジソウラボ

約250年前に京都の彫刻師を受け⼊れ井波彫刻が定着したよう
に、井波地域にはよそ者を受け⼊れる風土があり、地域の年配
者も若者の活動を応援する寛容性が醸成されてきている。



南砺市は、属性、世代に関わらず地域の様々な相談を受け止め、包括的な支援体制「断らない相談支援
チーム」を設置します。

早期の支援、本人・世帯を包括的に受け止め支える支援、本人を中⼼とし、本人の⼒を引き出す支援、
信頼関係を基盤とした継続的な支援、地域とのとのつながりや関係づくりを⾏う支援を⾏います。

断らない相談支援チーム

地域住⺠

相談支援関係者の
連携で支援を実施する

若年者支援

保健

教育

参加支援（つながりや参加の支援）

調整

地域づくり協議会

地域福祉推進員

多機関協働の中核の機能

挟間のニーズにも対応する参加支援

地域とのつながりや関係性づく
りを行う支援

場や居場所の機能
日常の暮らしの中での支え合い

コミュニティ（サークル活動等）

居場所をはじめとする多様な
場づくり相談

調整
消費者相談

アウトリーチによる
支援など継続的伴走
支援の機能

支援までたどり着か
ない場合は手を伸ば
す支援

断
ら
な
い
相
談
支
援

（支援チーム員）
福祉課・健康課
地域包括ケア課

地域包括支援センター

就労支援員

住宅

こども

多文化共生

社会との接点や包摂の支援 権利擁護のための支援 多様な社会参加や就労の支援

高齢者・要支援者

⺠生委員・児童委員

全世代型包括的支援の体制について



市民は、「希望すれば」、あるいは「手を伸ばされた支援」に同意すれば属性、世代に関わらず支援
体制「断らない相談支援チーム」を利用することができます。

早期の支援、本人・世帯を包括的に受け止め支える支援、本人を中心とし、本人の力を引き出す支援
（エンパワーメント）は、信頼関係を基盤とするため、地域とのとのつながりや関係づくりを行うなか
から、ニーズを抽出することが大切です。

断らない相談支援チーム

地域住⺠

相談支援関係者の
連携で支援を実施する

若年者支援

保健

教育

参加支援（つながりや参加の支援）

調整

地域づくり協議会

地域福祉推進員

多機関協働の中核の機能

挟間のニーズにも対応する参加支援

地域とのつながりや関係性づく
りを行う支援

場や居場所の機能
日常の暮らしの中での支え合い

コミュニティ（サークル活動等）

居場所をはじめとする多様な
場づくり相談

調整
消費者相談

アウトリーチによる
支援など継続的伴走
支援の機能

断
ら
な
い
相
談
支
援

（支援チーム員）
福祉課・健康課
地域包括ケア課

地域包括支援センター

就労支援員

住宅

こども

多文化共生

社会との接点や包摂の支援 権利擁護のための支援 多様な社会参加や就労の支援

高齢者・要支援者

⺠生委員・児童委員

支援までたどり着か
ない場合は手を伸ば
す支援

全世代型包括的支援の体制について

「つながることが
怖い」つながるこ
とへの不安から拒
む場合がある



ご清聴ありがとうございました

南砺市ブランドマーク「NANTOくん」


